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1.序
H.在 日朝鮮人の形成





























































った。朝鮮村 を巡回す る商人を通 して手に入れた朝鮮語の小説や古典小説を
回しながら読むことは単純な娯楽に終わらず、故国の歌手の巡回公演や朝鮮
語の演劇公演 も彼 らにとってはよい教育の手段になった。







皿.前 衛(文化)団 体の組織 と文化闘争





て民族運動 を先導 した。15このカップ東京支部演劇部が在 日朝鮮人を対象に












安会 でカップ東京支部演劇部はシンクレア作`二 階の男'、 グ レゴリー





は1929年11月 、カ ップ東京支部が解体解散を宣言 して加入 した。この組織
は 『無産者』を機関誌 として定め、機関誌の内容は高景欽、金三奎、金致廷
の3名 が協議 して掲載することに決定 した。李北満、金三奎が編集責任者に
なり、無産者社のパンフレットを発行し、文献は朝鮮と日本地域に配布 された。22



















ところで、同志社の場合 は1931年11月 結成 された。この うち、演劇部門
はカップ演劇研究会が改称 した東京朝鮮語劇団24が主導 した。東京朝鮮語劇
団は移動劇場の形式で活動を始め、1931年11月23、24日 には築地小劇場で
公演を持 とうと、`下車'`盗 賊'`森 林'等 をレパー トリーに選んだ。そし
て1932年1月 以後には土木労働者集会に移動公演、小公演を持った。
一方、1930年10月 、プロフィンテル ン第5回 大会宣伝煽動協議会が 「プロ
レタリア文化 ・教育組織の役割と任務に関する体制」を発表すると、日本の
進歩的芸術団体は同じ年の11月 に日本プロレタリア文学連盟(KOPF)と
して新 しく創立 ・統合された。25そうかと思えば、KORF中 央協議会書記局







る。273・1劇 場は1931年6月 に組織 された`東 京朝鮮プロレタリア芸術研







る。彼 らの活動によって1932年 と1933年 に東京 ・大阪 ・九州 ・京都 ・名古
屋等の朝鮮人密集地域で朝鮮協議会が主催する朝鮮語演劇が上演された。
資料上、確認 される3・1劇 場の公演を見ると、まず前述 した1932年 国際
労働者演劇デイ(2月14日 一23日)で 朝鮮語演劇 として`荷 車'を 舞台に上
げた。1933年2月23・24日 、3・1劇 場は築地小劇場で開かれた`労 働者
素人演劇大会'と2月25・26日 、`極東民族演劇の夜'を 主催 して、`飢 え
た日'`叫 べ中国'を 持って参加 した。29同じ年の12月6・7日 に築地小劇
場で開かれた汎太平洋革命演劇交換週間記念公演を目的とする`朝 鮮演劇の
夜 行事では`江 南の燕'`砲 艦コックチャペル'を 上演 した。2日 間の公
演に956名 が来て、このうち、90%が 朝鮮人であった。30
1934年2月15日 、芝浦会館で3・1劇 場は`在 京朝鮮人慰安の夜'`飼 豚
`万頃村'と5月25日・26日、築地小劇場で`貧 民家'`ア ヘン戦争'等 を
上演 した。311934年9月 、プロットが解散するようになると、3・1劇 場は
「プロットの解散後、私たち3・1劇 場の新 しい出発に臨んで」を発表 して、
純粋な演劇芸術者集団 として、また在 日朝鮮人民族演劇の先頭 として、`高
麗劇団'と して再出発 した。32そして崔丙漢と金善洪は1935年2月 に別途に
`東京新演劇研究会'を 結成 した
。33
そうかと思 えば、1935年5月 、東京新演劇研究会に参加 しなかった金斗
鎔、金波宇等は純粋な興行劇団の創立を準備 して、準備過程で5回 に渡って
公演 をし、朝鮮芸術座 を結成 した。朝鮮芸術座が舞台に上げた公演作品は






文学史的な意味を広 く紹介 している。午後6時 半から公演は始まり、会員権
は青:1円 、白:0.5円 で、販売所は神田三省堂 と朝鮮食堂等の地であった。
当時も後援は東亜 日報、朝鮮日報東京支部で行った。35
1936年 に3・1劇 場は地区公演として柳致真原作`牛'、 韓秉泰の`ト ソン






を結成 した。この学生芸術座は 「朝鮮の新劇樹立は創作劇から」 というスロ
ーガンの下、1935年6月4日 には築地小劇場で`渡 し舟'`牛'を 上演した。
そして1937年6月22、23日 には`春 香伝'を 、1938年6月4、5日 には


























半封建的遺習撤廃 と共に、朝鮮語教育 を強調 した。1936年1月1日 付では
「各界人士の年頭所感」 という紙面で李民善 と金善嬉は 「ハ ングルを守ろう」






在日朝鮮人は1910年 、日韓併合 と共に革命的な思考を実践に移 し始めた。









ず、闘争文化の先導であった歴史的事件 として2・8独 立運動を通 して、そ
の内容を見てみよう。この運動は学友会 と朝鮮青年独立団等、留学生団体が
主導 したが、46朝鮮青年独立団は1919年2月7日 、東京のある印刷所で 「民
族大会召集請願書」を日本語で1,000部 印刷 し、「宣言書」と 「決議文」は
英文で600部 を謄写 して、2月8日 の朝10時 、東京にある各国大使館と公使
館、日本政府と国会議員及び朝鮮総督府、そして各新聞、雑誌社へ送った。
午後2時 、東京基督教青年会館で学友会役員選挙を名 目に留学生大会を開催
し、歴史的な独立宣言式を挙行 した。そうして600人 余 りの留学生たちの熱
狂的な支持の中で、歴史的な 「2・8独 立宣言書」が発表された。 しかし、
管轄警察署によって強制解散 され、実行委員10名 等、27名 が出版法違反で
実刑を言い渡 された。東京の留学生たちは 「2・8独 立宣言書」で朝鮮の悠









街頭闘争の形態の示威文化 としては1928年8月29日 の午後、約150名 の
朝鮮人労働者と留学生たちが東京武蔵屋百貨店の横の空き地で革命歌を歌っ
てビラを配り、道を行進 した事件を挙げることができる。この時、「国恥 日










った。国内の講演会をはじめとして、陸上運動会 ・演説会 ・卒業祝賀会 ・雄
弁大会等を通 して学友会は朝鮮の独立 と階級解放を大衆的に宣伝 して、組織
の強化を図った。特に学友会は朝鮮内に持続的に講演団を派遣 して講演会 を
開催し、大衆的な宣伝 ・煽動活動を展開した。1920年 からは総7回 に渡っ
て留学生講演団が国内に入ってきて、講演者は主に学友会の幹部が担った。
そして列車線によって講演団の構成員 を選任 して地域を巡回 しながら、講演
を行った。50
在日朝鮮人は反 日闘争 を記念 日を通 して も実現した。在日朝鮮人は国内と




る在 日本朝鮮労働総同盟は多様な記念 日闘争を展開 した。特に傘下の東京朝
鮮労働組合、大阪朝鮮労働組合、三多摩朝鮮労働組合、兵庫県朝鮮労働組合、
東京朝鮮労働組合北部支部等は他の労働組合 より積極的であったようであ
る。51これ らの労働組合は地域の独自性 を維持 しながら、記念 日闘争を展開
したが、時々刻々と変わる情勢に対応 して大衆を先導 した。在日本朝鮮青年
同盟の場合 も、機関誌 『青年朝鮮』を通 して見ると、国恥 日 ・国際青年デ
176
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イ ・関東大震災の日 ・間島共産党公判等を闘争 として積極的に牽引しようと
した。特に、咸興高普の盟休事件があると、植民地教育の本質的な問題を指
摘 して民族差別の教育の撤廃 を主張 した。
在 日朝鮮人の民族運動団体が主導 した主要記念 日は1920年 代の場合、







図 られた。以後、1930年 代からは運動の方向転換と連動 して3・1運 動記





「3・1記 念 日を歓談会、職場大会、サボタージュ、怠業 として闘え」とい
う標語を掲げ先導 した。大阪の場合、吉川製靴工場では2月23日 から争議
が進行中であったが、争議団では3月1日 を記念 して100名 の労働者が動員
され、工場を襲撃しようと準備 していたが首謀者が検:束された。兵庫県では




在 日朝鮮人がメーデー集会に参加 したのは1922年 であった。この 日、集会
は日本労働総同盟が主催 したのだが、55ここには宋奉璃、白武をはじめとし
て、黒涛会の会員30名 余 りが参加 した。56以後、在 日朝鮮人は団体 と個人資
格でメーデーを記念 した。1926年 、メーデーと関連 して、日本警察は東京
の場合、在 日本朝鮮労働総同盟側の260名 、大阪の参加団体10組 合、400名 、











連 しているという認識は文化 と政治を分離する視覚の誤 りを克服できるよう
にしてくれる。多様な人種や種族、そして彼らの多様な固有の文化にも関わ
らず、同質的なひとつの文化、いわゆる民族文化 として統合 される過程は民
族の形成過程でもあるが、民族国家 という政治的機構 と民族経済 という経済
的制度の形成過程でもあった。
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Abstract
CulturalStruggleandtheCultureofStruggleintheKoreaMinorityMovementin
Japan丘omtheMid-1920stotheEarly1930s
KoreanresidentsofJapanwhodescend丘omcolonialswhomigratedtoJapanduring
theeraofJapaneseimperiahulehaveadif驚renthistoryofmigrationandsettlcment
氏omotherpeoplewhohavecometoJapanf沁mabroad.Koreanresidentsユmodesof
181
金仁 徳KIMIn-duck
survival,also,aredi麁rent,havingbeencreatedinthecourseofstruggleinthefaceof
discrimination.Thestoryoftheircultureofstrugglehasreceivedlittleattentioninthe
historiesproducedbytheirrulers,butthereiscopiouscvidenceinJapancsepolice
recordsf}omwhichwccanbegintoreconstructthisstorγ.Theserecordswerecon-
ceivedinthecontextoftheef丘)rtbytheJapaneseauthoritiestocontfoland``integrate"
KoreanresidentsintoJapanesesocicty.
whatKoreanresidentsofJapandidinthespheresofculture,ethnic-basedpoliti-
calmovements,andstrugglegroundedinculturechangedwhatwentoninKoreaitself
inthespheresofculturalandnationalistpoliticalmovements.Suchchangesoccurred
throughthcmediumofculturalreception,andbecausetheyweresubjecttosuppressive
policiesbytheauthorities,theywerenotsorapid.Overtime,however,thingsbecamc
morediverseandchangesindaily・lifとbecameapparent.
ThispaperreexaminesthecultureofstruggleoforganizedgroupsofKorcanresi-
dentsinJapanwhowereactiveinthenationalistmovementf辷omthemid-1920stothe
early1930s.Itakeintoconsiderationreccntworkonsocialandculturalhistoryaswell
asthcprimarysourcesthatarcavailabletous.
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